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平成 27 年度 三原市水道事業報告書  

１．概   況

（１）総  括  事  項

 本 市 の 水 道 事 業 は ，安 心 ・ 安 全 な お い し い 水 を 安 定 的 に 供 給 す る こ

と を 使 命 と し ，独 立 採 算 の 原 則 に 基 づ き 限 ら れ た 財 源 の 中 ，必 要 な 設

備 投 資 は 行 い な が ら も ，維 持 管 理 経 費 の 削 減 に 努 め ，効 率 的 な 経 営 に

注 力 し て ま い り ま し た 。  

 し か し ，少 子 高 齢 化 社 会 の 進 展 や 節 水 機 器 の 普 及 ，節 水 意 識 の 浸 透

な ど に よ り ，事 業 の 基 と な る 水 道 料 金 収 入 が 減 少 傾 向 に あ る 中 ，地 震

等 の 自 然 災 害 へ の 備 え や ，昭 和 5 0年 代 前 半 に 拡 張 整 備 を 行 っ た 施 設 の

大 量 更 新 が 見 込 ま れ ， 経 営 は 厳 し い 状 況 に あ り ま す 。  

 今 年 度 は ，宮 浦 浄 水 場 跡 地 を 売 却 し た た め ，大 幅 な 当 年 度 純 利 益 を

計 上 す る こ と に な り ま し た 。こ れ に よ り 利 益 剰 余 金 が 増 加 し ま し た が

必 要 な 設 備 投 資 の 規 模 か ら す れ ば ， 一 過 性 の も の で あ り ま す 。  

 今 後 は ，中 長 期 的 な 視 点 に 立 ち ，老 朽 施 設 の 延 命 化 や 計 画 的 な 更 新

を 実 施 す る と と も に ，さ ら な る 経 費 削 減 や ，適 正 な 料 金 の 在 り 方 に つ

い て 調 査 ・ 研 究 を 行 う な ど ，持 続 可 能 な 水 道 の 確 立 を 目 指 し て ま い り

ま す 。  

（ア） 給 水 状 況

年度末において給水戸数は 38,252戸で，前年度末と比較して216戸 (0.65%)増

加し,給水人口は 85,481人で，前年度末と比較して 529人 (0.62%)減少しました。 

平成 27年度年間総配水量は 1,082万 9,864ｍ ３ ，年間有収水量は 989万 5,606

ｍ ３ となりました。 

有収率は 91.3％となりました。 

（イ） 安 定 給 水 の 確 保

昭和54年に市民皆水道の条件整備を達成して以来，市内全域で総延長約800km

にわたる導・送・配水管やポンプ施設の更新と維持管理に努めています。 

水道の漏水防止は，貴重な水資源の損失を防ぐばかりでなく，事業効率の向

上や道路陥没等による二次災害の防止の面からも重点課題の一つであり，計画

的に漏水調査及び管路診断を行っています。  
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（ウ ) 施 設 整 備 事 業            (金額は税抜 ) 

①   配水施設整備事業  

この事業は，給水の安定化及び効率的な送配水を確保するため，送水施

設・配水施設の総合的な整備を目的とし，機能の充実と水量・水圧不足の

解消を図るとともに漏水防止に資するものです。  

平成27年度においては，工事契約件数 18件で調査・設計などの業務委託

が 8件でした。総事業費は 4億 8,405万 371円となりました。  

②   水道改良事業 

この事業は，道路改良工事等で支障となる配水管等の移設依頼により，

負担金を徴収して施工する布設替事業です。  

平成27年度においては,平成26年度繰越事業 3件を含めて工事契約件数  

19件で調査・設計などの業務委託が 7件でした。総事業費は 1億 4,300万  

1,965円となりました。  

（エ） 財 政 状 況

①  収益的収支 (金額は税抜) 

収入は，給水収益 20億 279万 2,201円などの営業収益が 22億 2,767万  

9,097円，営業外収益が 4億 6,071万 9,952円，特別利益が 5億 175万 5,876円

で合計 31億 9,015万 4,925円でした。  

これに対し支出は，営業費用が 21億 2,765万 417円，営業外費用が 3億  

8,252万 2,838円，特別損失が  1億 952万 5,660円で，合計  26億 1,969万  

8,915円となり，差引当年度純利益は  5億 7,045万 6,010円で , 繰越利益剰

余金  8億 6,493万 6,304円を加えて，当年度未処分利益剰余金は，14億  

3,539万 2,314円を計上することになりました。 

②   資本的収支 (金額は税込) 

収入は，企業債 2億 3,600万円 , 補助金  9,743万 2,000円，他会計負担金 

6,239万 5,323円などで，合計 4億 5,369万 8,392円でした。 

これに対し支出は， 建設改良費 6億 8,289万 8,170円 , 企業債償還金 6億

3,894万 1,823円で，合計 13億 2,183万 9,993円で差引 8億 6,814万 1,601円が

資金不足となりました。この不足額については，損益勘定留保資金などで

補てんしました。 

③  消費税及び地方消費税  

売上げに係る消費税（仮受消費税）は 1億 5,331万 456円で，仕入れに係

る消費税(仮払消費税) は  1億 683万 4,417円でした。また，特定収入に係る

控除対象外消費税額 1,096万 8,735円などにより，差引消費税納税額は  

5,739万 2,500円で，地方消費税納税額 1,538万 5,700円と併せ 7,277万  

8,200円の納税となりました。  














